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細 氷 の 核

伊 東 彊 自＊

　細氷結晶の普通顕微鏡写真を注意して見ると、結晶の中心位置に小さい黒点が見えるものがある・これ

は細氷の核である。核の物質はわからないが，昇華核として働いたものであろう．氷の大きさもはつきり

っかめないが大体1μ前後であろう・

　著者はさきに満洲ハイラル（49。13！N，119。44E・海

抜619．Om）で細氷　（The　Ice　Cryrtals　in　the　Air1））

を観測し，顕微鏡写真から結晶の形状・大きさ・骸晶の

ようす等をしらべ，さらに上層大気・主と「して気温との

関係をのべた（1）．現地で襯測に従事したのは1945年まで

‘のことである．細氷は下層大気（せいぜい地上400m以

下の大気）中でできる氷の結晶であるから，結晶は昇華

核を中心としてできているものと考えられる．

　実際に顕微鏡写真をのぞいていると・数百倍の倍率の

下でときどき，結晶の中心に小さい黒点のあるのが目に

つく．そういうときに，よく注意してピントを外さない

ように見ながら，細氷結晶牽昇華させるという方法をと

ってみる．小さい黒点が昇華核ならば，結晶が全部昇華

したあとに核物質だけ残るだろうという想定を立てたわ

けである．しかるに零下20度前後という低温の下では細

心の観察が困難であり，細氷の結晶は100μ以下という

こまかいものでたやすく昇華してしまうことなども影響

し，結晶の中心の位置に見られる小さい黒点だけを取り

出せなかった．すなわち，細氷結晶の中の黒点を顕微鏡

で見ながら結晶を昇華させると，ちょうど昇華する瞬間

に，黒点は顕徴鏡の視野内から消えてしまう．

　どの黒点についても同様であったため・結局細氷の核

と判定する手がかりをつかめなかった．ただ数十μから

数百μというようなかなり大きい煤煙粒子は・下層大気

中にかなりの数放出されるけれども，細氷の核にはなり

にくいという様子だけはたしかめられたのである．

　近年になって電子顕微鏡下で自然の雪や霧の核を見る

研究が進みいくつかのすぐれた研究が発表されてい
る（2）．また冷却「した空気中に昇華核になる物質を与えて

やると，物質によってそれぞれ特長のあるこまかい結晶

ができる．結晶をレプリヵにし，全体を電子顕微鏡で見

ると，昇華核を中心とした結晶の形がつかまえられる（3）・

このような研究でいろいろ新しいことがわかっている

が，結晶の中心核の中には直径1μ前後という大きいも

ののあることがわかった．これらの結果と，前の細氷の

顕微鏡写真を比較すると，細氷結晶の中心にある小さい

黒点は，細氷の昇華核であると判断してさしつかえない

ようである．その例を第1～4図の写真に示す．昇草核
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第1図　細氷の結晶・　一部の結晶の中心に核が見え

　　　る。観察場所ハイラル・1944年1月23日・×268．

　　　大きい黒い像は煤煙粒子である．

第2図　細氷の結晶．無定形状の細氷の中心に核の見

　　　えるのもある．平板が結晶の大きいのに注意。

註1）Ice　Needleともよばれるが，雪の結晶の分類にある針状結晶とまぎらわしい．文学的にはDiamond　Dust

　　　　とよばれる．太陽光線にキラキラ輝くのをうまく表現している．
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第3図　細氷の結晶．中央に焦点のはずれに砲弾集合

　　　状結晶が見えている．核の見えるのはいずれも

　　　無定形に近い．双晶の細氷が見えており，骸晶

　　　構造のわかるものがある．
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第4図璽細氷の結晶．かなり大きい煤煙粒子で核らし

　　　いものもあるが詳細はわからない．大きい煤煙

　　　粒子は核になりにくいが、小さいものは核にな

　　　れるのかもしれない．

の見える結晶は，全細氷の約20分の1にすぎない．柱状

結晶にも・角板結晶にも核が見られる．観測した全数は

　　　　　　　柱状結晶　　　　55コ

　　　　　　　角板結晶　　　　　9コ

であった．昇華のはげしい細氷のことであるから，ほと

んど無定形のように見えるのもある．そういう結晶の核

は数えなかった．

　なお注意しなければいけないのは，前にも報告したよ

うに（1）（1）細氷は骸晶生長をしているので，ちょうど結晶

面（測面又は底面）の中央位置に凹みができ，それが黒

点のように見えることがある．このような凹みと黒点と

の区別は比較的容易である．焦点面の位置によってもち

がうが，透明であるかどうかによっても区別されるであ

ろう．顕微鏡写真だけではちょっと差別をつけにくいも

のもあるので注意しなければならない．

　核が昇華核であるかどうかも以上だけから判断はむつ

かしい．結晶のちょうど中心位置にあるのが大部分であ

るから昇華核と推定しただけである．また核物質の判定

はできない．固体らしいということしかいえそうもない．

　細氷は地上附近の大気中でできるので，細氷の中に入

っている核は・地上附近の大気中にあったものと考えて

さしつかえなかろう．また細氷結晶の中に核の見られな

い結晶については・核がないためとはいいきれない．核

があってもごく小さいため光学顕微鏡の視野におさまら

ないためとも考えられる．
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